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本資料ではモータ
「MDH-3018-108KE」を例に説明致します。

① 動作範囲プログラム入力
今回は絶対番地指令「Mode A」、
「Position 0」⇔「Position 21600」、「Velocity 100rpm」
インポジション範囲「±100パルス」

【プログラム説明】
0°から180°を100rpmで往復するプログラムです。
エンコーダの分解能は108,000パルス×4逓倍
=432,000パルスで1周(360°回転)
「Position 216000」とすると180°番地へと駆動

インポジション範囲：位置偏差が±100パルス以内
（±0.083以内）に入ると次の動作へ進む

② 正常であればモータが駆動します。

駆動しない場合
・入力値の見直し
・ステータス画面にて位置偏差がインポジション範囲に入っているか確認
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調整のための動作プログラム動作確認

「ステータス」「グラフ」を活用し、動作を確認できます。
イナーシャ比10倍以下、インポジション±100パルス以内で
あれば初期ゲインでも滑らかに駆動可能です。

本画面は「MDH-3018-108KE」にイナーシャ比10倍を取り付
けて駆動した際のものになります。
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内容の詳細は下記マニュアル参照
「MC-200 パラメータ設定マニュアル」
「MTLParamアプリケーションマニュアル」
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ゲイン調整手順
本章では、簡単なゲイン手順につきまして説明致します。

電流ゲイン調整

速度ゲイン調整

位置ゲイン調整

速度ゲイン調整

位置ゲイン調整

完了

固定値入力

仮固定値入力

実機調整

実機微調整

実機微調整
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電流ゲイン調整

モータ機種 第一電流比例ゲイン 第一電流積分ゲイン
MDS-1306 41 345575 
MDS-1312 66 565487 
MDS-1318 123 785398 
MDS-2006 346 1099557 
MDS-2012 248 691150 
MDS-2018 258 596903 
MDH-2006 346 1099557 
MDH-2012 248 691150 
MDH-2018 258 596903 
MDS-3006 314 659734 
MDS-3012 408 722566 
MDS-3018 471 785398 
MDH-3006 314 659734 
MDH-3012 408 722566 
MDH-3018 471 785398 
MDS-4006 817 816814 
MDS-4012 942 785398 
MDS-4018 628 534071 
MDH-4006 817 816814 
MDH-4012 942 785398 
MDH-4018 628 534071 
MDH-6006 283 314159 
MDH-6012 346 471239 
MDH-6018 346 408407 
MDH-7006 817 659734 
MDH-7012 974 596903 
MDH-7018 1037 565487 

固定値入力
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モータ機種 第一速度比例ゲイン 第一速度積分ゲイン
MDS-1306 6 968 
MDS-1312 4 662 
MDS-1318 3 537 
MDS-2006 6 899 
MDS-2012 6 911 
MDS-2018 8 1293 
MDH-2006 11 1722 
MDH-2012 9 1433 
MDH-2018 12 1837 
MDS-3006 17 2644 
MDS-3012 18 2857 
MDS-3018 17 2684 
MDH-3006 23 3633 
MDH-3012 22 3469 
MDH-3018 20 3089 
MDS-4006 28 4385 
MDS-4012 29 4489 
MDS-4018 36 5729 
MDH-4006 35 5420 
MDH-4012 33 5108 
MDH-4018 40 6293 
MDH-6006 208 32665 
MDH-6012 147 23069 
MDH-6018 149 23445 
MDH-7006 295 46272 
MDH-7012 209 32902 
MDH-7018 187 29388 

仮固定値入力

速度ゲイン調整

表の値は無負荷時です。
表値×イナーシャ比を入力します。

【例】
MDH-4018で
イナーシャ比10倍の場合

速度比例：400
速度積分：62930
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初期値「500000」から100000ずつ上げ下げし、
発振手前(発振した値約-200000)まで調整

位置ゲイン調整②

速度ゲイン調整

位置ゲイン調整①

完了

仮固定値から比例と積分を同じ倍率で上げてい
き、オーバーシュートを抑えます。

下記値は負荷イナーシャ、駆動速度、駆動角度によって調整が必要です。
一番厳しい条件（駆動速度が速い、駆動角度が大きいなど）に合わせて調整ください。

位置ゲイン調整①から100000ずつ上げていき、
指令位置までの静定時間や位置偏差を少なくしていきます。
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位置制御ブロック図 (システム全体)
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ゲイン調整:実践編
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初期ゲイン 前章の条件
「MDH-3018-108KE」にイナーシャ比10倍を取り付けて駆動した際のものになります。
駆動角度:180°往復、加減速度1000rpm/sec、最高回転速度:1000rpm

プログラム、グラフを動作
させたまま、ゲイン値を入
力し「転送」を行います。
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電流ゲイン

固定値の電流ゲインを入力
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速度ゲイン

速度ゲインを入力
イナーシャ比10倍ですの
で、前章の表値×10
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位置ゲイン

位置ゲインを少しずつ上げる
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速度ゲイン微調整

速度ゲインを少しずつ上げる
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最終ゲイン

位置ゲインを少しずつ上げる

位置偏差も抑えられ、
追従性も向上しました。
「保存」して完了です。


